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研究成果概要 
	
 平成 24 年度は、チベット空気シャワー観測装置から得られていた 1999 年から 2010
年までのデータを用い、北天銀河（拡散）ガンマ線成分の解析を行った。特にMILAGRO
グループが報告している Cygnus 領域からガンマ線成分について、我々の観測の中間結
果を報告する。 
	
 図１はチベット実験から得られたデータに対して、点源ライク解析を行った結果の有

意度マップである。図 2はMILAGROとチベットとの有意度マップ領域を上下に並べて
いる。MILAGROが報告しているエネルギー領域は〜35TeVに対して、我々は３TeV以
上と観測しているエネルギー領域が違うが広がりはよく似ていることを示している。 
	
 詳細なフラックス計算などは平成 25年度の宇宙線国際会議で報告する予定である。 
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図  1	
 Cygnus 領域の有意度（σ） 

マップ。黄色の円は Milagro 天体。 図２	
 図１の 2 天体の拡大。上が

MILAGRO データ、下がチベットデータ。	
 


